
Miaoli Hakka Cultural ParkMiaoli Hakka Cultural Park
苗栗客家文化園區苗栗客家文化園區

Phase 3Phase 1 Phase 2 丘陵地と一体となった風景

■風景の再生

Phase 3Phase 1 Phase 2 丘陵地と 体となった風景

移住を繰り返す客家民族は、移住先の土地の特徴を活かしつつ故郷の段丘の風景を築く建築文化を継承する。
その精神に則り、本計画地では可能な限り地形へのダメージを少なくし、形状を活かすことを考えた。このことか
ら開発による造成でつくられていた現存緩勾配による地盤面を建築の床レベルに設定し 方で開発前のかつて存ら開発による造成でつくられていた現存緩勾配による地盤面を建築の床レベルに設定し、一方で開発前のかつて存
在した自然の稜線を屋根・外装形状という２つの要素で復元することで、その間に空間を作り出している。また中
央部を走っていた谷の形状を、博物館棟と研究棟の間の外部プロムナードや３次元の屋根で形象化している。外部央部を走っ た谷 形状を、博物館棟 研究棟 間 外部プ ムナ ドや３次元 屋根 形象化し る。外部
には客家風水が取り入れる水盤を配置し、冷却された自然風を取込むことで空調負荷の低減を図っている。
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1.  Entrance Lobby
2.  Permanent

Exhibition
3.  Café
4.  Open to Belowp
5.  Incubation Office
6 .  Half Moon Pond
7.   Approach Bridge
8.   Promenade

配置図兼２階平面図

断面図
下からの遠景

■外部性を持 内部オ プンスペ ス（客家住居におけるコモン）

斜面に沿った勾配をもつファサード全景

客家民族にならい自然資源を有効活用するべく、丘陵地形を活かした断面計画と環境技術の整合を図った。客家

■外部性を持つ内部オープンスペース（客家住居におけるコモン）

住居に見られる中庭空間をコモンと解釈することで現れた中央部のオープンスペースは居住域空調と自然風取入
のシステム、制御された自然光を取り込むことで広場としての外部性を付与した環境をつくりだした。オープン
スペースを覆う大屋根にはエリアごとのアクティビティーに応じて粗密を制御したトップライトを配置することスペ スを覆う大屋根にはエリアごとのアクティビティ に応じて粗密を制御したトップライトを配置すること
で木漏れ日のような暗さと明るさの共存する空間とした。また大屋根を支える構造体はかつて樹林をイメージし
た極細の鋼管構造としている。

客家建築様式の再構成

復元される地形としての稜線

コモン

現存の緩勾配からなる地形

コモン

客家建築 本計画

樹状構造

客家建築 本計画

Floated exhibition room in boxy 
arranged trusses equipped with 
vibration control devices

Web system unifies the whole

プロムナード

Web system unifies the whole 
structure

Rigid RC shells located well - balanced g d C s e s ocated we ba a ced
around plaza

構造システム全体ダイアグラム樹状構造と既存地盤斜面を活かしたコモンスペース メインロビー

■環境・設備計画の概要■環境技術 ■環境 設備計画の概要
亜熱帯地域における熱環境制御技術

■環境技術
亜熱帯地域における光環境制御技術

Environmental Design
C i t i P l i p l d

□評価項目
□特に重
視したデザ

視

□評価項目に対する設計者のデザイン意図 □自己評価欄

（従前のデザインに比較し、優れている部分、卓越している部分に関して具体的に記述してください。） 普通
優れ
てい

卓越
して 小計

C o m m u n i c a t i o n P l a z a i s p l a n e d a s
“environmental “barrier free” zone” , which
softens outside inpacts to exhibition interior.
I t is not an inter ior space with arthi fic ia l
environmental device but obstructs sunshine
heat , in trod uce s sun re f lec ted l igh t and
utilizes natural resorces.

自然換気自然換気
インの視点 る いる

０ ＋１ ＋２

01審美感 ☆
様々な機能が分散配置され、それらがガラスとアルミパネルで構成された一帯の屋根・外壁によってまとめられている。内部には木
漏れ日のような光が現れ、刻々と移りゆく空間が現れている。 ○ 2 

02調和性 ☆ 開発 造成された丘陵地に対し かつての稜線を建築の形状で復元することで周囲の景観と一体になった風景をつくりだしている ○ 2

エントランスロビー
透過率40％

自然換気

Ａ.感性軸（造形）
Form

02調和性 ☆ 開発、造成された丘陵地に対し、かつての稜線を建築の形状で復元することで周囲の景観と 体になった風景をつくりだしている。 ○ 2 

03独創性 ☆
客家民族の建築様式を再構成しすることでこの地の自然環境をデザインした。コンセプトから導かれたプログラムによって、外部性
を持つオープンスペースや、かつてこの場所に存在した樹林をイメージしたウェブ状の構造による大空間を実現している。 ○ 2 

04象徴性 ☆
オープンスペースの周囲に機能室群を大地から立ち上がるボリュームとして配置し、常設展示室を中央の２Ｆレベルに持ち上げるこ
とで、立体的な中庭空間を構成している。これによって客家建築がもつ中庭空間（コモン）を形象化している。 ○ 2 
丘陵地形を活かした建築の断面計画と環境技術（自然換気 ク ルトレンチ ダブルスキン 居住域空調等）によ て亜熱帯のガラ

05完成度
丘陵地形を活かした建築の断面計画と環境技術（自然換気、クールトレンチ、ダブルスキン、居住域空調等）によって亜熱帯のガラ
ス建築でありながら、環境負荷を大きく低減する最新の環境デザインを行っている。 ○ 2 

Ｂ 機能軸（技術）

06機能性 ☆ 中央に設けられたオープンスペースによってフレキシブルな展示運営をサポートする空間を提供している。 ○ 2 

07効率性
自然採光（単独で平均200lx確保）や自然換気システムといったパッシブな環境技術に加え、ダブルスキンによる熱環境の制御や居
住域空調により、運用時の環境負荷を削減している。 ○ 2 

居住域空調
Ｂ.機能軸（技術）
Technology 08利便性

音楽や舞踊といった無形文化の継承から映像展示まで幅広い用途で使用されるコミュニケーションプラザは採光を絞り制御可能な
明るさの場とした。 ○ 2 

09安全性 ☆
柱・屋根が一体となって立体トラスのような安定点群を構成する樹状構造によって、極細でありながら安定した構造計画を行ってい
る。また、外周部のＳＲＣ造の機能室ボリュームが地震時の水平力を負担する合理的な計画としている。 ○ 2 

10先導性 ☆
ダブルスキンファサードやパッシブな熱環境制御技術を導入し、運用時の負荷削減と光・熱環境の制御を両立している。これにより
外部 視覚的 連続 た姉体地域 お る新たなガ 建築 実 を行 た ○ 2

メインロビー
透過率40％

HVAC

クールトレンチ

10先導性 ☆ 外部と視覚的に連続した姉体地域における新たなガラス建築の実現を行った。 ○ 2 

Ｃ.社会軸（環境）
E i

11環境負荷 ☆
全体をガラスとアルミパネルで覆われながらも、ダブルスキンや開口配置によって熱還流率1.8以下を達成している。あわせてパッシ
ブな環境技術の導入により、運用時の環境負荷を削減している。台湾での緑建築ゴールドメダル認証を取得している。 ○ 2 

12資源消費
既存の地形にそったフロアレベルの構成とすることで、環境へのインパクトを減らしている。また、コミュニケーションプラザの大面積
の床材は敷地の土を活かしたタイルを採用するなど地産地消を図った。 ○ 2 
高低差のある計画地の地形を可能な限り利用し 開発 造成される前のか て存在した丘陵の稜線を建築の屋根 外壁によEnvironment

13地域環境性 ☆
高低差のある計画地の地形を可能な限り利用しつつ、開発・造成される前のかつて存在した丘陵の稜線を建築の屋根、外壁によっ
て復元し、周辺環境と一体となった風景をつくりだしている。 ○ 2 

14ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ性 緩勾配によるスロープによって動線を設定し、極力エレベーター等の使用をせずに施設内を回遊できるよう計画した。 ○ 2 

15先進性 ☆
客家建築の特性である共用部（コモン）空間を、コミュニケーションプラザという立体的なコモン空間レイアウトに再解釈し実現した。
また、亜熱帯地域におけるガラス建築としてアウターキャビティ―型ダブルスキンを採用し、熱負荷低減を図った。 ○ 2 

Ｄ.経済軸（LCC）
Lif C l C

16ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ ☆
大空間の大きな気積に対して、居住域空調設備による設備計画を行っている。また、オープンスペースでは自然光のみで200lxを実
現する建築計画を行うことにより、イニシャル・ランニングコストのバランスを図っている。 ○ 2 

17ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ ☆
上記に加え、外構の植栽地と水盤上を通って冷やされた外気をクールトレンチを介して施設内に導入する自然換気システムを導入
し、空調負荷の低減を図っている。また、貯留雨水を外構散水や水盤への補給水とし、市水利用削減を行っている。 ○ 2 

18維持管理
特徴的な形状でありながら、計画時よりメンテナンス方法について検証を行い、高天井部の設備機器を極力なくしている。また、照

○ 2

プロムナード
透過率45％

108

360 Transparency 0%
熱環境解析

25-26℃ 屋根ユニットパターン

Life Cycle Cost 18維持管理 明はLEDを使用することによって更新頻度を減らしている。 ○ 2 

19耐久性 フレキシビリティーの高い展示運用を可能にする照明レイアウトと床吹出空調とすることで長く使用される建築とした。 ○ 1 

20ＬＣＣ
上記による高耐久材の使用と環境技術によるLCCO2削減に加え、クライアントへの運用基準策定や来館者への啓蒙のための表示
をしている。 ○ 2 

・屋外照度（曇天） 19,900（Lx）
・平均照度（ｶﾞﾗｽ近傍は除く） 250（Lx） (Lx)
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01審美感
02調和性

03独創性

象徴性維持管理

19耐久性
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1.0

2.0
建物概要
主要用途： 博物館、研究所
建築主 ： 行政院客家委員会
所在地 ： 台湾 苗栗県

亜熱帯の強力な日差しを遮蔽しつつ必要照度200Lxを自然
光で確保すること、また大屋根空間の下のコモンスペース
に広場としての屋外性を付与することを目的として、アル
ミパネルとガラス構成のバリ シ による４種類の屋

Basic module

Aluminum panels
Glass panels

Transparency 0%

Aluminum panels
Transparency 22%

Unit A丘陵地の地形要素の一部となる断面計画を行うことで、
亜熱帯に属する計画地において最重要課題となる空調熱
負荷の低減を図った。客家民族にならい自然資源を有効
活用する く 丘陵の緑地や敷地内水盤 冷やされた冷

を中間レベルに設け、外気が冷涼な季節は重力換気に
よって天井付近に溜め込んだ熱を最上部の換気口より排
熱している。地盤と屋根との間の空気層を均質ではなく
流動的な環境要素の集まりとし 解析し 外装断面形状

U-value : 0.95
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04象徴性

05完成度

06機能性16ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ

17ｴﾈﾙｷﾞｰｺｽﾄ

18維持管理
0.0

所在地 ： 台湾 苗栗県
設計 ： 竹中工務店＋劉培森建築師事務所
施工 ： 上民營造股份有限公司

泰昇實業有限公司

ミパネルとガラス構成のバリエーションによる４種類の屋
根ユニットの単位を設定し、それをもとにトップライトの
ガラス密度・配置検討を行った。屋根ユニットを全体に展
開する際に、外皮の熱還流性能（U-value値1.8以下）を達

Aluminum panels
Glass panels

Aluminum panels
Glass panels

Transparency 44%

Unit B

Unit C

活用するべく、丘陵の緑地や敷地内水盤で冷やされた冷
気をクールトレンチから取込み空調機への外気負荷を下
げ、室内では床吹き出しによる居住域空調に限定するこ
とで、気積の大きいコミュニケーション・プラザの空調

流動的な環境要素の集まりとして解析し、外装断面形状
と空気熱環境の整合を図った。
外装について、内部化された広場を計画するにあたり、
外部との視覚的なつながりと同時に亜熱帯地域における

U-value : 1.08
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4156.9

3600.0

06機能性

07効率性

08利便性14ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ性

15先進性

16ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ
坤福營造股份有限公司

敷地面積：43,148m2
建築面積：15,020.11m2
延床面積：31 663 93m2

成するため、展示空間では直射日光を制御しつつ、ロ
ビー・プロムナードといった動線・滞留空間を明るくする
ようレイアウトを行っている。結果、全体として光の密度
は来訪者の密度分布を表現することになった

Glass panels

Aluminum panels
Glass panels

Transparency 66%

Unit C

Unit D

負荷低減を図った。熱環境解析により斜面形状により床
面から約３ｍ程度の高さに25-26℃の冷気溜まりが形成
され、快適な居住域環境が得られることを確認している。
さらに丘陵地を駆け上がる自然風を取り入れる換気開口

開口部からの熱輻射対策が重要な課題となり、外装を熱
帯型ダブルスキンによるガラスカーテンウォールとした。
また、夏期以外には極力空調負荷を低減するよう自然換
気装置をカーテンウールに組み込んでいる U-value : 1 35

U-value : 1.22

415
6.9

09安全性
10先導性

11環境負荷
12資源消費

13地域環境性
延床面積：31,663.93m2
階数 ：地上4階，地下1階
構造 ：鉄骨造・鉄筋コンクリート造

は来訪者の密度分布を表現することになった。さらに丘陵地を駆け上がる自然風を取り入れる換気開口 気装置をカ テンウ ルに組み込んでいる。 U value : 1.35


